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谷汲小学校 ドローンを活用する社会科授業
　谷汲小学校では、社会科の授業で児童が生活している谷汲地域の地形
の様子や土地利用について、実際に調査や観察をして学習を深めています。
　６月２日（金）には、谷汲小学校を発着地点としてドローンを飛ばし
ました。普段は見ることができない上空からの映像を見て、学校周辺の
地形や土地利用について新たな発見をし、学習のまとめとすることがで
きました。 ■特集　未来センター会議 � 2
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お問い合せ　揖斐川町役場　まちづくり推進室　TEL22-2111

未来センター会議
今月の
特集

目　的
地域の課題など問題意識を共有し、それぞれの立場
からアイデアや考えを出し合い、政策などについて建
設的な意見を自由に交換する場として「未来センター会
議」を開設し、第２次総合計画で掲げている「自然健幸
のまち　いびがわ」を実現していくことを目的として
います。

運　営
各階層の住民と町職員が一緒になり会議を運営しま
す。会議では地域の課題について住民と町が意見を出
し合い、対策を整理するなど住民参加により課題を捉
え、町政に具体的に反映することを目指します。

６月10日（土）、揖斐川町地域交流センター「はなもも」で約450人の住民の皆さんが参加し、「未来センター
会議」キックオフシンポジウムが開催されました。
有識者である涌井史郎氏から、「揖斐川町のまちのこし戦略」と題して基調講演をしていただいた後、まちづ
くり活動をしている揖斐川ワンダーピックニック実行委員
長の久保田大介氏、小島公民館主事の衣斐淳美氏、春日
古
いにしえ
学
まな
び代表の田口龍治氏から、それぞれ活動を報告して

いただき、パネルディスカッションや参加者との対話集会
を行いました。
参加者からは、「身近にある、気付いていない多くの宝
物を見つけ、まちづくりを考えていきたい」などの発言が
あり、町の未来を皆で考えました。

住民と町が力を合わせて、ともに創るまち

『未来センター会議』

町 住民

運営会議

事務連絡会議

企画運営
ワーキンググループ

ワークショップ

進め方
未来センター会議においては、キックオフシンポジウムを皮切りに、住民約50人で気軽に話し合いができる
ワークショップ方式により意見交換ができる場を開設します。
ワークショップでの意見などは、住民と町職員で構成するワーキンググループにより分類整理され、課題の抽
出などを行い、事務連絡会議や運営会議などを経て集約していきます。

▲涌井史郎氏による基調講演

▲パネルディスカッションのようす

住民と町が力を合わせて、ともに創るまちを目指し

「未来センター会議」はじまる！

『キックオフシンポジウム』を開催しました。
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あなたの絵で、全国から集まる10,000人のランナーを温かくお迎えして、
一人ひとりのランナーを元気にしませんか？皆さんの心のこもった応援ポ
スターをお待ちしています。

インターネットエントリーは、
30 分で定員になりました

あなたがイメージするいびがわマラソン、
そ し て ラ ン ナ ー を 応 援 す る 気 持 ち を
絵にしてください！

いびがわマラソン情報
今月の
特集

いびがわマラソン2017のエントリーを５月１日に開始したと
ころ、地元枠に400人の方にお申込みをいただきました。
右のグラフのとおり、10年前にくらべ約2.5倍以上の方がエン
トリーしています。いびがわマラソンは、揖斐川町の住民の皆さ
んのスポーツ振興も目的にしているため、町としても大きな成果
を得ていると喜んでいます。
また今年初めて、中学を卒業された皆さんに「ランナーとして参
加しませんか」とご案内したところ、11人の皆さんからエントリー
をいただきました。応援やボランティアとは違う目で、いびがわ
の魅力を感じてもらいたいですね。

※地元枠へ期限内にお申込みいただいた皆さんは、エントリーが完了していますので、ご安心ください。 

一般のエントリーは、５月29日に開始し、フル30分、ハーフ22分で、定員に達しました。全国的なマラソンブームにより、
新しい都市型の大会が次々誕生しているため、エントリーが減るのではないかという不安がありました。
しかし、今年も大勢のランナーにお申込みいただき、いびがわマラソンを走りたいという皆さんの熱い気持ちを感じてい
ます。また、ランニング専門誌「ランナーズ」ランナーが選ぶ全国ランニング大会100撰には、全国の1,600を超える大会から、
いびがわマラソンは20年連続、100撰に選出されました。1997年大会からこの企画が行われていますが、20年連続という
のは、全国でも最多の選出回数です。
１万人を超えるランナーが、大会を楽しみに練習に励んでいらっしゃいます。その期待に応えられるよう、万全な準備を
進めてまいりますので、皆さんのご理解とご協力をお願いいたします。

 応募規定 
◆画用紙サイズは、四つ切サイズに限ります（約542mm×382mm）
◆画用紙のタテ・ヨコ使いは、自由です。
◆使用する画材：自由、絵の具、マジック、色鉛筆、切り絵、貼り絵など
◆標語：「いびがわマラソン2017」とランナーへの応援メッセージを自由に

入れてください。
 募集期間 	 ９月６日（水）まで
 応 募 先 	 各学校で、受付をしますので、学校へ提出してください。
 注意事項 	 応募作品の著作権は、いびがわマラソン実行委員会に属します。
	 応募は、未発表の作品に限ります。作品は返却いたしません。
 各 　 賞  	 最優秀賞１人　優秀賞４人
	 （小学校の部、中学生以上の部） ※賞状あり
 作品の使用 	 2017大会プログラム、お手紙集に掲載します。
	 応募作品は、大会当日、更衣室等に展示します。

【お問い合せ】　いびがわマラソン実行委員会　TEL23-0117

町内ランナーの推移

地元枠へのお申込み、
ありがとうございました

応援ポスター募集
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▲2016最優秀作品（中学生以上の部）

▲2016最優秀作品（小学生の部）

特 集

2013より地元枠を導入！
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５
月
15
日（
月
）、
揖
斐
川
町
役
場
公
室
で

春
の
叙
勲
・
褒
章
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

瑞ず
い

宝ほ
う

単た
ん

光こ
う

章し
ょ
う

を
受
章
さ
れ
た
、
小こ

寺で
ら

正ま
さ

則の
り

さ
ん
は
、
昭
和
46
年
に
入
団
し
、
約
44
年
の

長
き
に
わ
た
り
、
地
域
住
民
の
生
命
財
産
を

守
り
、
消
防
団
発
展
の
た
め
、
献
身
的
に
尽

く
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
藍ら
ん

綬じ
ゅ

褒ほ
う

章し
ょ
う

を
受
章
さ
れ
た
、
野の

原は
ら

徹と
お
る

さ
ん
は
、
昭
和
61
年
に
入
団
し
、
分
団
長
、

副
団
長
を
歴
任
し
、
平
成
28
年
度
か
ら
消
防

団
長
と
し
て
地
域
の
安
全
安
心
の
た
め
に
尽

力
し
て
い
る
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

お
二
方
と
も
、
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

岐
阜
県
の
発
展
や
県
民
の
福
祉
の
増
進
に

功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
表
彰
す
る
岐
阜
県
各

界
功
労
者
表
彰
式
が
５
月
16
日（
火
）、
ぎ
ふ

清
流
文
化
プ
ラ
ザ（
岐
阜
市
）
で
行
わ
れ
、

92
人
と
６
団
体
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
か
ら
は
市
町
村
行
政
の
分
野
で

坪つ
ぼ

井い

重し
げ

憲の
り

さ
ん（
𦙾
永
）、
健
康
衛
生
の
分
野

で
小こ

林ば
や
し

収お
さ
む

さ
ん（
黒
田
）、
産
業
経
済
の
分
野

で
石い
し

原は
ら

潤じ
ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん（
三
輪
）
が
そ
れ
ぞ
れ

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

坪
井
さ
ん
は
、
揖
斐
川
町
議
会
議
員
と
し

て
、
17
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
る
議
会
議
員

と
し
て
の
功
績
が
認
め
ら
れ
今
回
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

な
お
、
坪
井
重
憲
さ
ん
は
平
成
29
年
５
月

28
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
ご
冥

福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

ま
た
、
小
林
さ
ん
は
16
年
の
長
き
に
わ
た

り
揖
斐
郡
医
師
会
会
長
を
務
め
ら
れ
、
郡
内

外
の
医
療
機
関
の
連
携
強
化
と
地
域
の
医

療
、
保
健
、
福
祉
の
向
上
に
つ
い
て
の
功
績

が
認
め
ら
れ
、今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

石
原
さ
ん
は
、
18
年
の
長
き
に
わ
た
り
揖

斐
川
中
部
漁
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長

な
ど
の
役
員
を
務
め
、
５
年
前
か
ら
は
岐
阜

県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
の
役
員
を
務
め
ら

れ
、
水
産
業
の
発
展
、
漁
業
環
境
の
保
全
な

ど
功
績
を
認
め
ら
れ
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

お
三
方
と
も
、
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

行
政
相
談
委
員
の
中な
か

島し
ま

義よ
し

美み

さ
ん（
小

津
）
が
、
平
成
29
年
５
月
18
日
に
開
催
さ
れ

た
行
政
相
談
委
員
全
体
会
議
に
お
い
て
、
総

務
省
岐
阜
行
政
評
価
事
務
所
長
よ
り
感
謝
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

中
島
さ
ん
は
、
平
成
23
年
か
ら
行
政
相
談

委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
お
り
、
行
政
へ
の

要
望
や
苦
情
の
解
決
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

▲感謝状の贈呈を受ける中島義美さん（写真左）

▲小林　収さん▲石原　潤一郎さん

▲坪井　重憲さん

▲小寺正則さん（写真左）と野原徹さん（写真右）

春
の
叙
勲
・
褒
章
の
伝
達

岐
阜
県
各
界
功
労
者
表
彰
受
賞

総
務
省
岐
阜
行
政
評
価

事
務
所
長
感
謝
状
の
贈
呈
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５
月
28
日（
日
）、
揖
斐
川
町
市
場
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
、
第
12
回
揖
斐
川
町
消
防
操
法
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
消
防
技
術
の
向
上
を

目
的
と
し
た
こ
の
大
会
に
は
、
町
内
の
消
防

団
か
ら
小
型
ポ
ン
プ
の
部
26
チ
ー
ム
、
ポ
ン

プ
車
の
部
18
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

動
作
の
正
確
さ
や
ス
ピ
ー
ド
を
競
う
消
防

操
法
で
は
、
日
頃
の
訓
練
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

が
試
さ
れ
ま
す
。

郡
大
会
へ
の
出
場
権
が
か
か
っ
た
こ
の
大

会
、
ど
の
チ
ー
ム
も
白
熱
し
た
操
法
を
披
露

し
ま
し
た
。

出
場
隊
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
小
型
ポ
ン
プ
の
部
》

優
勝　
　

小
島
分
団　

第
３
班

準
優
勝　

大
和
分
団　

第
１
班

３
位　
　

小
島
分
団　

第
２
班

４
位　
　

大
深
分
団　

第
２
班

５
位　
　

北
方
分
団　

第
２
班

６
位　
　

揖
斐
分
団　

第
２
班

《
ポ
ン
プ
車
の
部
》

優
勝　
　

揖
斐
分
団　

第
１
班

準
優
勝　

大
和
分
団　

第
２
班

３
位　
　

名
礼
分
団　

第
１
班

４
位　
　

北
方
分
団　

５
位　
　

徳
積
分
団　

第
１
班

６
位　
　

𦙾
永
分
団　

第
２
班

５
月
29
日（
月
）
に
行
政
相
談
委
員
の
活

動
お
よ
び
町
に
お
け
る
活
動
の
支
援
に
対

し
、
総
務
省
中
部
管
区
行
政
評
価
局
長
の
炭す
み

田だ

氏
が
行
政
相
談
委
員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

富
田
町
長
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

町
長
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
行
政
へ
の
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、
委
員
の
皆
さ
ん
の

ご
活
躍
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
感
謝
の
意
を
示
さ
れ
、
今
後
も
町

民
の
皆
さ
ん
と
の
橋
渡
し
役
と
し
て
ご
活
躍

い
た
だ
き
た
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
の
皆
さ
ん
は
、
行
政
相
談
を
も
っ
と

身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
気
軽
に
相
談
い
た

だ
き
た
い
と
意
気
込
み
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

５
月
29
日（
月
）、
揖
斐
川
町
役
場
で
平
成

29
年
度
民
生
児
童
委
員
協
議
会
総
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

本
年
は
、
民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周

年
に
あ
た
り
、
大
き
な
節
目
を
迎
え
、
住
民

の
福
祉
課
題
、
生
活
課
題
の
把
握
に
一
層
努

め
、
民
生
の
安
定
に
寄
与
す
る
よ
う
年
間
の

活
動
計
画
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
に
は
町
長
を
迎
え
、
63
人
の
民
生
児

童
委
員
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
後
に
は
、
研
修
会
と
し
て
、
町
民
俗

資
料
館
の
前
館
長　

高
橋
宏
之
氏（
上
南
方
）

を
講
師
に
招
き
、「
民
の
父
母
に
想
う
」
と

題
し
て
、
徳
山
や
坂
内
の
古
き
良
き
助
け
合

い
の
時
代
を
当
時
の
資
料
に
よ
り
振
り
返
り

ま
し
た
。

▲民生児童委員の皆さん

▲小型ポンプの部優勝　小島分団第3班▲ポンプ車の部優勝　揖斐分団第1班

▲炭田局長（左から３人目）と行政相談委員の瀧瀬忠彦さん（左から
４人目）、宗宮正道さん（右から３人目）、中島義美さん（右から２
人目）、小寺繁さん（左から２人目）

総
務
省
中
部
管
区
行
政
評
価
局
長

お
よ
び
行
政
相
談
委
員
が
表
敬
訪
問

民
生
児
童
委
員
協
議
会
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

第
12
回
揖
斐
川
町
消
防
操
法
大
会　

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
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５
月
８
日（
月
）、
揖
斐
川
町
桂
の
桂
茶
生

産
組
合
の
茶
園
で
小
学
生
と
幼
児
園
児
に
よ

る
お
茶
摘
み
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

茶
摘
み
を
体
験
し
た
の
は
、揖
斐
小
学
校
、

大
和
小
学
校
、
い
び
幼
児
園
、
や
ま
と
・
き

た
が
た
幼
児
園
の
生
徒
と
園
児
約
１
０
０
人

で
す
。

地
場
産
業
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、
郷

土
の
特
産
品
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
う
た
め

に
、
毎
年
春
の
一
番
茶
の
時
期
に
行
っ
て
い

ま
す
。

お
茶
摘
み
の
あ
と
に
は
工
場
を
見
学
し
、

組
合
の
職
員
か
ら
い
び
茶
が
ど
の
よ
う
に
生

産
さ
れ
る
の
か
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

５
月
14
日（
日
）、地
域
交
流
セ
ン
タ
ー「
は

な
も
も
」
で
い
び
が
わ
健
康
福
祉
フ
ェ
ア

２
０
１
７
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

健
康
や
福
祉
に
関
す
る
各
種
団
体
を
中
心

に
47
の
団
体
が
参
加
し
、
活
動
紹
介
や
作
品

展
示
、
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
、「
安
心
な
暮
ら
し
を

み
ん
な
で
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
基
調
講
演
と
先
進
事
例
発
表
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
基
調
講
演
を
行
っ
た
公
益
財
団
法

人
さ
わ
や
か
福
祉
財
団
の
清し

水み
ず

肇け
い

子こ

理
事
長

は
、「
地
域
み
ん
な
で
つ
く
る
住
民
主
体
の

助
け
合
い
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
不
可
欠

で
す
」
と
話
し
、
会
場
に
訪
れ
た
参
加
者
は

メ
モ
を
と
り
な
が
ら
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

５
月
20
日（
土
）、
21
日（
日
）
の
２
日
間
、

朝
鳥
公
園
前
の
揖
斐
川
特
設
カ
ヌ
ー
競
技
場

で
国
体
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

今
秋
開
催
さ
れ
る
愛
媛
国
体
カ
ヌ
ー
競
技

の
東
海
地
区
予
選
を
兼
ね
た
本
大
会
は
、
新

た
に
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン（
片
漕
ぎ
）
競
技
を
種

目
に
加
え
、
揖
斐
川
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
７

カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム
・
ワ
イ
ル
ド
ウ
ォ
ー

タ
ー
競
技
会
も
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

両
日
と
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
五
輪
出
場
経

験
者
を
含
む
選
手
達
は
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
競
い
合
い
、
男
女
と
も
に
岐
阜
県
の
選
手

が
第
１
位
を
獲
得
、
愛
媛
国
体
へ
の
切
符
を

手
に
し
ま
し
た
。

９
月
に
は
同
揖
斐
川
会
場
で
ジ
ャ
パ
ン

カ
ッ
プ
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
再
び

迫
力
あ
る
勇
姿
を
魅
せ
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

５
月
20
日（
土
）
健
康
広
場
ア
リ
ー
ナ
で
第

40
回
揖
斐
川
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
大
会

お
よ
び
清
掃
奉
仕
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

交
流
大
会
で
は
か
け
っ
こ
玉
入
れ
や
団
対

抗
の
大
縄
跳
び
な
ど
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
、

大
人
を
問
わ
ず
参
加
者
全
員
が
仲
良
く
交
流

を
深
め
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

交
流
大
会
後
の
清
掃
奉
仕
活
動
で
は
、
競

技
で
使
用
し
た
い
び
が
わ
ア
リ
ー
ナ
内
の
清

掃
活
動
が
行
わ
れ
、
日
ご
ろ
利
用
さ
れ
る
多

く
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
気
持
ち
よ
く
施
設
を

利
用
で
き
る
よ
う
、
フ
ロ
ア
の
ぞ
う
き
ん
掛

け
や
窓
ガ
ラ
ス
拭
き
を
行
い
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
心
と
体
を
鍛
え
た
い
子
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
た
揖
斐
川
町
の
子
ど

も
た
ち
の
健
全
育
成
に
協
力
し
て
い
た
だ
け

る
指
導
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

▲お茶摘みに挑戦

▲清水肇子氏による基調講演

▲カヌースラローム競技の様子

▲団対抗大縄跳びの様子

お
茶
摘
み
体
験
＆

お
茶
工
場
見
学

安
心
な
暮
ら
し
を
み
ん
な
で
支
え
る

ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

第
38
回
カ
ヌ
ー

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

交
流
大
会
開
催
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正
し
い
ラ
ジ
オ
体
操
を
学
び
ま
し
ょ
う

ラ
ジ
オ
体
操
は
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
誰

で
も
で
き
る
こ
と
に
ポ
イ
ン
ト
を
置
い
た
体

操
で
す
が
、
意
外
と
正
し
く
体
操
で
き
る
人

は
少
な
い
そ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
正
し
い
ラ
ジ
オ
体
操
が
で
き
る

よ
う
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
て

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
正
し
い
ラ
ジ
オ
体
操

を
学
ん
で
い
た
だ
き
、
夏
休
み
期
間
中
、
各

地
域
で
行
わ
れ
る
ラ
ジ
オ
体
操
に
参
加
く
だ

さ
い
。

■
講　

師　

体
操
指
導　

多
胡　

肇 

先
生

　
　
　
　
　
ア
シ
ス
タ
ン
ト　

五
日
市
祐
子 

先
生

■
日　

時　

７
月
４
日（
火
）

　
　
　
　
　

19
時
30
分
～
21
時

■
場　

所　

揖
斐
川
健
康
広
場
ア
リ
ー
ナ

■
参
加
料　

無
料

■
服　

装　

運
動
の
で
き
る
服
装

■
持
ち
物　

�

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、

飲
料
水

■
お
問
い
合
せ
先　

社
会
教
育
文
化
課

　
　
　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
４
７
１
）

公
民
館
活
動

 

揖
斐
公
民
館

《
ヨ
ガ
教
室
》

◆
日
時　

７
月
21
日（
金
）　

19
時
15
分
～

◆
集
合
場
所　

揖
斐
公
民
館

《
ラ
ジ
オ
体
操
会
》

◆
日
時　

７
月
23
日（
日
）　

６
時
15
分
～

◆
集
合
場
所　

揖
斐
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　
　

雨
天
…
体
育
館

《
自
然
体
験
教
室
》

◆
日
時　

７
月
23
日（
日
）　

９
時
～

◆
集
合
場
所　

揖
斐
公
民
館

◆
体
験
場
所　

揖
斐
高
原
貝
月
リ
ゾ
ー
ト

《
夏
休
み
子
ど
も
寺
子
屋

小
学
生
対
象
の
各
種
教
室
》

◆
日
時　

７
月
～
８
月

◆
集
合
場
所　

揖
斐
公
民
館

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

 

北
方
公
民
館

《
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
》

◆
日
時　

７
月
２
日（
日
）

　
　
　
　

集
合
時
間　

８
時
30
分

　
　
　
　

開
始
時
間　

９
時

◆
集
合
場
所　

北
和
グ
ラ
ウ
ン
ド

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

小
島
公
民
館

《
家
庭
教
育
学
級「
春
日
薬
草
ス
ペ
シ
ャ
ル
」》

◆
日
時　

７
月
12
日（
水
）

　
　
　
　

９
時
30
分
～

◆
集
合
場
所　

表
山「m

arco

」

《
に
こ
に
こ
学
級「
水
遊
び
を
し
よ
う
」》

◆
日
時　

７
月
18
日（
火
）　

10
時
～

◆
集
合
場
所　

小
島
公
民
館

《
夏
休
み
体
験
教
室「
鮎
つ
か
み
と
竹
パ
ン
作
り
」》

◆
日
時　

７
月
23
日（
日
）  
９
時
～

◆
集
合
場
所　

朝
鳥
公
園

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

 

𦙾
永
公
民
館

《
ふ
れ
あ
い
夏
ま
つ
り
》

◆
日
時　

７
月
23
日（
日
）

　
　
　
　

９
時
～
13
時

◆
集
合
場
所　

𦙾
永
公
民
館

《
第
１
回
夏
休
み
出
前
教
室（
読
書
感
想
文
）》

◆
日
時　

７
月
26
日（
水
）

　
　
　
　

９
時
～
11
時
30
分

◆
集
合
場
所　

𦙾
永
公
民
館

《
第
２
回
夏
休
み
出
前
教
室（
エ
コ
も
の
づ
く
り
）》

◆
日
時　

７
月
29
日（
土
）

　
　
　
　

９
時
～
11
時
30
分

◆
集
合
場
所　

𦙾
永
公
民
館

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

 

春
日
公
民
館

《
春
日
地
区
青
少
年
育
成
地
区
民
会
議

　
「
み
ん
な
で
育
て
よ
う
！
か
す
が
っ
子
」》

　

◆
日
時　

７
月
７
日（
金
）

　
　
　
　
　

19
時
～
19
時
45
分

　

◆
集
合
場
所　

春
日
小
学
校
体
育
館

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

企
画
展

「�

戦
争
と
ふ
る
さ
と
の

暮
ら
し
」展
の
ご
案
内

私
た
ち
の
暮
ら
し
と
戦
争
と
の
か
か
わ
り

を
テ
ー
マ
に
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。
戦
時

下
に
使
用
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
日
用
品
や
、

戦
地
へ
の
手
紙
な
ど
の
展
示
を
通
じ
て
、
戦
争

が
暮
ら
し
に
も
た
ら
し
た
影
響
や
平
和
の
貴

さ
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◆
場
所　

第
二
展
示
室

◆
期
間　

７
月
15
日（
土
）～
８
月
20
日（
日
）

こ
の
期
間
中
、７
月
27
日（
木
）・
28
日（
金
）

は
、
午
前
中
、
勾
玉
づ
く
り
講
座
で
同
じ
展

示
室
を
使
用
し
ま
す
の
で
、
落
ち
つ
い
て
ご

覧
い
た
だ
け
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

臨
時
休
館
日
の
お
知
ら
せ

当
館
で
は
、
資
料
整
理
の
た
め
左
記
の
期

間
臨
時
休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

◆
臨
時
休
館
日

　
　

７
月
２
日（
日
）～
７
月
４
日（
火
）

春
日
美
束
・
長
者
の
里
に
あ
る「
森
の
染

色
工
房
ア
ト
リ
エ
の
の
」
で
は
、
季
節
の
草

木
染
め
を
体
験
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
森
の

中
で
の
ん
び
り
と
あ
な
た
だ
け
の
作
品
を
つ

く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
草
木
染
め
体
験
コ
ー
ス

•
通
常
コ
ー
ス（
約
２
時
間
）

　

あ
ら
か
じ
め
煮
出
し
て
お
い
た
染
色
液
か

ら
お
好
き
な
色
を
選
ん
で
染
め
ま
す

•
じ
っ
く
り
コ
ー
ス（
約
４
時
間
）

　

長
者
の
里
敷
地
内
で
植
物
を
つ
ん
で
染
色

液
を
作
る
と
こ
ろ
か
ら
体
験
で
き
ま
す
。

■
体
験
料
　

•
ハ
ン
カ
チ　

５
１
０
円
～

•
ス
ト
ー
ル　

１
５
０
０
円
～

•
Ｔ
シ
ャ
ツ　

１
８
５
０
円
～

※
染
め
た
い
布
や
衣
服（
綿
や
麻
・
ウ
ー
ル

な
ど
）
の
持
ち
込
み
も
可

【
お
問
い
合
せ
】

　

森
の
染
色
工
房
 
ア
ト
リ
エ
の
の

　

℡
５
８

－

３
１
１
１

　

休
館
日　
　

水
曜
日

　

開
館
時
間　

９
時
～
17
時

　

体
験
予
約　

�

１
名
か
ら
予
約
可
。２
日
前
ま

で
に
電
話
で
お
願
い
し
ま
す
。

プロペラ

国
民
服

森
の
染
色
工
房
で
は
、「
草
木
染
め

体
験
」
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
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平成29年度揖斐川町青少年育成町民会議総会が、５月20日（土）揖斐川町地域交流センター「はなもも」ホー
ルで開催され、基本方針・重点目標や町民会議全体の取組、『青少年部会』『家庭部会』『環境部会』のそれぞれ
の活動計画などが承認されました。
総会で承認された町民会議の取組および３つの部会による活動内容は、次のとおりです。

部会名 青少年部会 家庭部会 環境部会

重点目標

青少年の主体性を引き出し、生き生き
と活躍できる体験活動の場を仕組むこ
とを通して、地域社会の一員として考
え行動できる「地域社会人」を育てる
ことをめざす。

家族や地域住民の心が通い合う活動を
通して、人と人とのつながりの温かさ・
大切さを認識し、思いやりあふれる家
庭や地域づくりをめざす。

青少年を取り巻く環境に関心をもち、
ふるさと揖斐川町をさらに住みよい町
にしていく取組を通して、青少年が安
全で安心して生活できる環境づくりを
めざす。

具体的な取組

●�中学生ボランティアОＢや公民館登
録団体等に所属する高校生に個別的
な声掛けを行い、高校生が自主的に
参加できるような仕組みをつくる。
●�公民館活動推進員等の子息である高
校生にボランティア参加を依頼し、
役員と一緒に活動する中で、高校生
ならではのアイデア等を採用し、成
就感を味わえるようにするなど、大
人と一緒に活動することで高校生の
活躍の場の創出を模索する。

●�県の啓発リーフレットを小中学生全
員に配布し、「話そう！語ろう！わ
が家の約束」運動の周知を行う。
●�家族で話し合って「わが家の約束」
を決めて実践カードに記録し、実践
後にお互いの取り組みを振り返りな
がら想いを伝え合う。
・�１日に５秒間、子どもを抱きしめ
ます！いいところを３つ褒めます！

・�目覚ましで自分で起きて、家族
にハイタッチであいさつします。

●�あったかい言葉をかけられるような
工夫の実践を継続する。
　地域行事で大人と子どもがふれあ
う機会をつくったり、大人が子ども
を知り、子どもが大人を知ることで
気軽にあいさつや言葉かけができる
ように、行事の内容や取り組みを工
夫する。
・のぼり旗を使った言葉かけ
・行事などで名札を活用
・�子どもが活躍できる場で、意識
的に大人がほめる。

揖斐川町青少年育成町民会議総会開催！　～青少年の健全育成を願って～

町民会議全体の取組
＊早寝 早起き朝ごはん運動の推進
＊あったかい言葉の募集
＊夏休みラジオ体操の推進

「子どもの気持ち」	 野 原   華 音 さん （揖斐川中学校３年）

「奇跡を見付けるのは自分次第」	 宗 宮   愛 香 さん （北和中学校３年）

「家族の強い絆」	 町 田   里 奈 さん （谷汲中学校３年）

「目には見えない大切なもの」	 山 上   日 向 さん （坂内中学校２年）

「私はわたしでいいじゃない」	 中 村   瑠 李 さん （西濃学園中学校３年）

青
少
年
の
作
文
発
表

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者�

激
励
会

大
会
に
出
場
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
激
励
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
64
回
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
・
個
人
戦
】

　

県
立
岐
阜
商
業
２
年

高た
か

橋は
し　

孝こ
う

輔す
け

さ
ん（
三
輪
）

【
第
22
回
全
日
本
女
子
ユ
ー
ス

　
　

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
東
海
大
会
】

北
和
中
２
年　

武む

藤と
う　

綾り
ょ
う

香か

さ
ん（
極
楽
寺
）

【
高た
か

円ま
ど
の

宮み
や

賜し

杯は
い

第
37
回
全
日
本
学
童

　
　

軟
式
野
球
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・

　
　
　
　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
岐
阜
県
予
選
会
】

　

北
方
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

【
第
22
回
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
決
定
戦

　

全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大
会
】

　

大
和
小
６
年　

富と
み

田だ　

藍あ
い

海み

さ
ん（
房
島
）

（例）
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お問い合せ　　揖斐川図書館  ℡ 22－0219　　谷汲図書館  ℡ 56－3733　　坂内図書館  ℡ 53－3860

揖
斐
川
図
書
館
開
館
時
刻
の
延
長

■
期
間　

７
月
21
日（
金
）～
８
月
31
日（
木
）

※
た
だ
し
、
土
日
祝
日
お
よ
び
休
館
日
を
除
く

■
時
間　

19
時
30
分
閉
館

７
月
の
休
館
日

　

毎
週
月
曜
日

　

18
日（
火
）
谷
汲
・
坂
内
図
書
館
の
み

図
書
館
お
は
な
し
会

こ
ど
も
読
書
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
開
催

図
書
館
で
本
を
借
り
る
度
に
カ
ー
ド
に
ス

タ
ン
プ
を
押
し
ま
す
。
ス
タ
ン
プ
が
５
個
た

ま
っ
た
ら
、
ゴ
ー
ル
イ
ン
で
す
。
達
成
者
に

は
、
９
月
２
日
（
土
）
開
催
の
図
書
館
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
表
彰
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
期
間　

７
月
１
日
（
土
）
か
ら
８
月
25
日

（
金
）
ま
で

■
対
象　

小
学
生
以
下

■�

揖
斐
川
図
書
館
、
谷
汲
図
書
館
、
坂
内
図

書
館
共
通
で
す
。

 

揖
斐
川
図
書
館
新
着
図
書
紹
介

一
般
書

・
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
図
書
係　

ア
ン
ト
ニ
オ
・
Ｇ
．
イ
ト
ゥ
ル
ベ

・
神
さ
ま
た
ち
の
い
た
街
で�

早
見　

和
真

・
誰
か
が
見
て
い
る�

宮
西　

真
冬

・
正
岡
子
規
人
生
の
こ
と
ば�

復
本　

一
郎

・
日
本
の
幻
獣
図
譜　

大
江
戸
不
思
議
生
物

出
現
録�
湯
本　

豪
一

《
シ
リ
ー
ズ
最
新
刊
》

・
心
霊
探
偵
八
雲
10　

魂
の
道
標

�

神
永　
　

学

・
ラ
ブ
・
ミ
ー
・
テ
ン
ダ
ー　

　

東
京
バ
ン
ド
ワ
ゴ
ン
⑫�

小
路　

幸
也

・
結
物
語�

西
尾　

維
新

・
ひ
と
り
吹
奏
楽
部　

ハ
ル
チ
カ
番
外
編　

�

初
野　
　

晴

揖
斐
川
図
書
館

　
　
　
　
　
　
お
は
な
し
の
へ
や

日
時　

７
月
１
日（
土
）

　
　
　

10
時
30
分
～

ペ
ー
プ

サ
ー
ト
「
だ
れ
の
う
ち
」

紙
し
ば
い
「
ね
が
い
ご
と
は
な
い
し
ょ
の
ひ
み
つ
」

谷
汲
図
書
館

　

日
時　

７
月
15
日（
土
）

　
　
　
　

10
時
30
分
～

児
童
書

・
ケ
ー
タ
イ
く
ん
と
フ
ジ
ワ
ラ
さ
ん

市
川　

宣
子

・
え
え
た
ま
い
っ
ち
ょ
う
！　
　

く
す
の
き　

し
げ
の
り

・
な
ん
に
も
で
き
な
い
お
と
う
さ
ん　

　

ひ
が
し　

ち
か
ら

・
も
り
の
と
し
ょ
か
ん　

ふ
く
ざ
わ　

ゆ
み
こ

・
香
菜
と
な
な
つ
の
秘
密�

福
田　

隆
治

 

坂
内
図
書
館
新
着
図
書
紹
介

一
般
書

・
お
坊
さ
ん
の
ひ
み
つ�

村
越　

英
裕

・
症
状
改
善
！
ツ
ボ
大
全

�

布
施　

雅
夫
監
修

・
ひ
と
月
５
万
円
ラ
ク
に
節
約
で
き
る
本　

�

節
約
委
員
会

・
夏
井
い
つ
き
の
美
し
き
、
季
節
と
日
本
語　

手
紙
や
メ
ー
ル
で
使
い
た
い
表
現
力
の
お
手

本
帖�

夏
井
い
つ
き

　

こ
の
ペ
ー
ジ
の
図
書
紹
介
文
は
、
㈱
図
書
館

流
通
セ
ン
タ
ー
発
行「
週
刊
新
刊
全
点
案
内
」
よ

り
引
用
し
て
い
ま
す
。

《
今
月
の
お
す
す
め 

－一
般
書 

－

》

　
Ｎ
Ｏ　

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｓ
、
Ｎ
Ｏ　

Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
！

有
川
浩
、
町
田
康
、
北
道
正
幸
ら
、
猫

好
き
に
よ
る
猫
好
き
の
た
め
の〝
猫
小

説
×
猫
コ
ミ
ッ
ク
ス
〟ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
。

『
小
説
現
代
』
掲
載
に
描
き
下
ろ
し
を

加
え
書
籍
化
。 

ニ
ャ
ン
ニ
ャ
ン
に
ゃ
ん
そ
ろ
じ
ー

／
有
川 

浩
・
ね
こ
ま
き
他

《
今
月
の
お
す
す
め 

－ 

児
童
書 

－

》

　

も
や
し
の
寿
命
は
た
っ
た
１
日
、
日

本
人
の
寿
命
は
80
年
以
上
、
屋や

久く

杉す
ぎ

の

寿
命
は
１
０
０
０
年
以
上
で
、
太
陽
の

寿
命
は
１
０
０
億
年
。
寿
命
は
、
動
物

に
よ
っ
て
も
、
モ
ノ
に
よ
っ
て
も
そ
れ

ぞ
れ
ま
っ
た
く
ち
が
う
。
そ
ん
な
、
一

つ
ひ
と
つ
の
命
の
輝
き
を
イ
ラ
ス
ト
で

紹
介
す
る
図
鑑
。

 

寿
命
図
鑑
　
生
き
物
か
ら
宇
宙
ま
で

万
物
の
寿
命
を
あ
つ
め
た
図
鑑

い
ろ
は
出
版
／
編
著

や
ま
ぐ
ち
　
か
お
り
／
絵

《
今
月
の
お
す
す
め 

－一
般
書 

－

》

　

料
理
に
対
し
て
苦
手
意
識
が
あ
る
せ

い
で
、
自
信
を
持
て
ず
に
い
る
女
た
ち

を
集
め
て
料
理
教
室
を
開
催
し
た
著

者
。
料
理
の
基
礎
を
学
び
、
で
き
る
こ

と
が
ふ
え
て
い
く
う
ち
に
、
彼
女
た
ち

の
人
生
に
変
化
が
あ
ら
わ
れ
て
…
。
料

理
教
室
が
生
み
出
し
た
奇
跡
を
綴つ
づ

る
。

ダ
メ
女
た
ち
の
人
生
を
変
え
た

奇
跡
の
料
理
教
室

／
キ
ャ
ス
リ
ー
ン
・
フ
リ
ン
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揖
斐
川

風船にジャンプ！
トンネルくぐりもあるよ！！

すべりだいをすべって～

　
　
　

7
月
の
予
定

4
日（
火
）	

♥
七
夕
会

	

　
【
地
域
の
方
と
一
緒
に
七
夕
飾
り
を
作
ろ
う
】

【
地
域
の
方
と
一
緒
に
七
夕
飾
り
を
作
ろ
う
】

6
日（
木
）	

♪
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

	

　
【
対
象

【
対
象
33
か
月
～

か
月
～
1212
か
月
】

か
月
】

７
日（
金
）	

♪
歯
科
指
導

	

　
【
カ
ラ
ー
テ
ス
ト
】

【
カ
ラ
ー
テ
ス
ト
】

11
日（
火
）	

♥
お
話
ル
ー
ム（
人
形
劇
同
好
会
パ
ク
パ
ク
）

	

　
【
人
形
劇
、
紙
芝
居
他
】

　
【
人
形
劇
、
紙
芝
居
他
】

	

♥
7
月
生
ま
れ
の
誕
生
会

13
日（
木
）	　

発
育
測
定　

10
時
15
分
受
付
終
了

		

　
【
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
測
定
・
相
談
可
】

　
【
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
測
定
・
相
談
可
】

15
日（
土
）	　

第
３
土
曜
日
セ
ン
タ
ー
開
館
日

	

　
【
通
常
通
り
開
館
し
て
い
ま
す
】　

【
通
常
通
り
開
館
し
て
い
ま
す
】　　

25
日（
火
）	

♪
働
き
た
い
マ
マ
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
10
時
～
12
時

	

　

(

電
話
受
付
可)

※
7
月
よ
り
水
遊
び
、
プ
ー
ル
遊
び
を
設
置
し
ま
す
。

　

日
程
な
ど
詳
細
は
、
7
月
の
ピ
ッ
コ
ロ
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

＊
当
日
参
加
可
能
な
行
事
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

＊
子
育
て
相
談
は
毎
日
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

＊�

行
事
の
申
込
み
は
、
前
月
の
中
頃
よ
り
実
施
日
当
日
ま
で
、

　

揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
（
電
話
予
約
不
可
）

♥
は
要
申
込
み
、
♪
は
要
申
込
み
で
、
人
数
制
限
が
あ
り
ま
す
。

育
児
相
談
日������������������������������

毎
週
月
曜
日 

９
時
～
16
時

児
童
発
達
支
援
事
業
所
「
い
び
が
わ
ア
ッ
プ
ル
」

　
　
　
　

���������������������

月
～
金
曜
日 

８
時
30
分
～
17
時
15
分

手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
「
か
ぶ
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
」

　
　
　
　
　
　

����������������������������

第
２
月
曜
日 

13
時
～
15
時

サ
ー
ク
ル｢

お
し
ゃ
べ
り
会
・
ク
ロ
ー
バ
ー｣

　
　
　
　
　
　

��������������

（
実
施
日
に
つ
い
て
は
要
問
い
合
せ
）

※
詳
細
は
、℡
２
３

※
詳
細
は
、℡
２
３

－－

１
１
３
６
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

１
１
３
６
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

～育児・発達相談～

 子育て支援センターはテラスで水遊びやプール遊びが存分に楽しめます   子育て支援センターはテラスで水遊びやプール遊びが存分に楽しめます  

・サーキットタイム　～体を使って遊ぼう～
　のびのびと思いっきり体を動かして遊ぶことは健やかに心が成長することや、体の健全な発育を
促します。子どもと一緒にお母さんも運動遊びを楽しみませんか。
　毎回、いろいろな器具、体を使った遊びを用意しています。
日　時　毎週月曜日　10時30分～11時30分
場　所　揖斐川子育て支援センター　ショコラルーム　（ホールで実施する場合もあります）
持ち物　タオル、着替え、お茶など

～サーキットタイムに参加しませんか～
★体を使って楽しく遊びましょう★
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出
前
保
育
～
地
域
で
遊
び
と
相
談
の
場
を
設
置
～

年齢が低い子どもは｢片付け｣ の意味が
わからない子もいます。｢片付けましょう｣
ではなく｢自動車はこの箱に入れてね｣ と
片付け場所を具体的に伝えましょう。入れ
物におもちゃの写真を貼って写真と同じ物
を入れるマッチング遊びにしてもいいです
ね。遊びにすることで「片付けって楽しい」
と思えます。子どもがしたがらないことは、
大人が手伝って｢きれいになったね｣ と言っ
て気持ちよさを共感しましょう。

子子どもが「できる」「できる」
ようになる言葉言葉かけ

遊ぶのは大好き！でも片付け
ができない・・・

●
「
や
わ
ら
か
い
ね
！
」

～
か
す
が
幼
児
園
～

　

風
景
の
美
し
さ
が
「
岐
阜
の
マ
チ
ュ
ピ

チ
ュ
」
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
春

日
の
上
ヶ
流
地
区
の
茶
畑
で
、
茶
摘
み
体
験

を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は

『
１
・
２
・
３
枚
目
の
葉
っ
ぱ
の
下
を
取
る

ん
だ
よ
』
と
、
お
茶
の
摘
み
方
を
優
し
く
教

え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
新
茶
を
次
々
と
摘
み

取
り
ま
し
た
。

　
「
や
わ
ら
か
い

ね
！
」「
な
ん
か
、

い
い
に
お
い
す
る
」

　
「
み
て
み
て
～
！

い
っ
ぱ
い
と
れ

た
！
」
と
会
話
を

楽
し
み
、
お
い
し

い
番
茶
も
飲
ま
せ

て
も
ら
っ
て
大
喜

び
で
し
た
。

　

摘
ん
だ
茶
葉
は
『
天
ぷ
ら
に
す
る
と
お
い

し
い
よ
』
と
教
え
て
も
ら
い
、
お
家
に
持
ち

帰
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
自
然
や
文
化
、
地
域
の
方
と
の
触

れ
合
い
を
大
切
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
改

め
て
思
え
た
ひ
と
時
で
し
た
。

　

四
季
折
々
の
季
節
の
変
化
を
間
近
で
感
じ

ら
れ
る
環
境
の
中
で
過
ご
せ
る
幸
せ
を
味
わ

い
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
い
き
い
き
、
の
び
の

び
と
成
長
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

足
湯
に
入
っ
て
、
親
子
で
リ
ラ
ッ
ク
ス　

会
話
も
弾
み
ま
し
た

【
5
月
17
日　

藤
橋
温
泉
】

園
児
と
一
緒
に
触
れ
合
い
遊
び
を
楽
し
み

ま
し
た

【
5
月
10
日　

い
び
幼
児
園
】

日 曜 実　施　場　所　・　内　容
5 水 ★　出前保育：揖斐公民館（水遊び）

12 水
　　出前保育：やまと・きたがた幼児園（園児とのふれあい）
　　町立幼児園・なかよしタイム(園庭などを開放しています)

19 水
★♪月夜谷ふれあいの里　マスつかみとピザ作り
★♪揖斐幼稚園開放日　幼稚園へ要申込み　℡22-6008

26 水
　　出前保育：かすが幼児園（園児とのふれあい）
　　町立幼児園・なかよしタイム(園庭などを開放しています)

27 木 ★　出前保育：清水公民館（水遊び）
◇ 幼児園への出前保育は、当地区在住者のみ参加可能です。
◇ ★印は、どの地域の方も利用できます。♪は要申込みです。
◇ 居住地域外のなかよしタイム参加希望者は当園へお問い合せください。
◇ 開設時間　　　9時30分～11時 30分
◇ ホームページ　揖斐川町（幼児園含）	 http://www.town.ibigawa.lg.jp/
 　　　　　　　　揖斐幼稚園	 http://www.ibi-youchien.ed.jp/

77月月の地域子育て支援の地域子育て支援　未就園児親子の皆さんを待っています
揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
館
日

　

月
曜
日
～
金
曜
日

　

月
曜
日
～
金
曜
日　

９
時
～

　

９
時
～
１６１６
時時

　

第

　

第
３３
土
曜
日

土
曜
日

※
休
館
日
　
土
・
日
曜
日
　
祝
日

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信
ピ
ッ
コ
ロ
」を

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信
ピ
ッ
コ
ロ
」を

毎
月
発

毎
月
発
行
し
て
い
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

行
し
て
い
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
幼
児
園
・
図
書
館
・
公
民
館
・
保
健

セ
ン
タ
ー
・
役
場
・
振
興
事
務
所
・
町
内
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
揖
斐
川
町
ホ
ー
ム
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☆ 子育て支援センターは、子ども（０～ 18 歳未満）のあらゆる相談窓口です。
☆ いびがわアップルは、子どもの発達相談窓口です。
子育て支援センター・いびがわアップル　℡２３－１１３６　＊一人で悩んでいないで気軽にご相談ください。子育て支援センター・いびがわアップル　℡２３－１１３６　＊一人で悩んでいないで気軽にご相談ください。
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◎健診についてのお問い合せ　　揖斐川保健センター ≪℡２３－１５１１≫

▲▲

 健診を受診した後は、医療機関に健診結果を貰いに行きましょう！
　健診を受診するだけではなく、健診結果を知る事が、健康の保持増進や病気の早期発見
に繋がります。

▲▲

 人間ドックや勤務先の健診を受診される方へ
　パート先の健診や人間ドックを受診される場合、揖斐川町の特定健康診査を受診する必
要はありません。健診結果のコピーを保健センターに提出すると、揖斐川町の特定健康診
査を受診した事になりますので、ぜひご協力ください。なお、健診の結果、保健指導が必
要な場合は、後日ご案内を送付します。

『忙しくて、健診を受ける暇がない』という方へ

忙しくしていられるのも、健康だからこそです！
　もし、病気になって長期療養が必要になってしまった
ら、あなたの周りにいるたくさんの人に迷惑をかけるこ
とになるかもしれません。健康で忙しく働いている今こ
そ、健診を受けていただきたいと思います。

『健診を受けに行くのが面倒くさい』という方へ

病気になってしまったら、もっと面倒くさいです！
　治療の為に通院や服薬が必要になったり、もしかした
ら入院が必要になるかもしれません。「元気な時に、健
診を受けていればよかった！」と後悔しないよう、さっ
そく健診を受けに行きましょう。

『受けないと何か問題でもあるの？』という方へ

あなた自身の健康状態がわからないだけでなく、
保険料の増減にも関わってきます！

　特定健康診査や特定保健指導には目標があり、その達
成率は今後の後期高齢者医療制度への支援金の額に反映
します。つまり、皆さんが支払う保険料（税 /掛け金）
の増減に影響してくるのです。

『健康に自信があるから、受けない』という方へ

知らないうちに、
病気が進行しているかもしれません！

　高血圧や糖尿病といった生活習慣病は、はじめはまっ
たく自覚症状がなく、気付いた時には悪化していると
いったケースも少なくありません。健康に自信がある方
こそ、病気の早期発見の為に健診を受けに行きましょう。

『お金がないから…』という方へ

健診は、一番お得な健康管理の方法なんです！
　特定健康診査は、自己負担1,000円で受けられます。
具合が悪くなってから病院に行く費用や時間と比べたら、
健診の費用や健診を受診する時間の方がはるかに少ない
んです。また、病気になって今のように働けなくなると、
収入も減ってしまうかもしれません。

特定健康診査の受診期間は、７月31日（月） までです！
まだ受診していない方は、健診案内に同封されている医療機関で受診してください。

揖斐川町国民健康保険に加入の40歳～74歳の皆さんへ

特定健康診査を受けましたか？特定健康診査を受けましたか？
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認知症かも!? そんな時は【あんず】です!!

　認知症の方と、そのご家族の方に対し早期に関わり、支援することを目的に、専門医、看護師、社
会福祉士などの専門多職種で構成されたチームです。
　このチームが関わることで、かかりつけ医との連携を図り、認知症になっても住み慣れた地域で安
心して暮らせる体制づくりを目指します！

認知症初期集中支援チームの愛称が【あんず】になりました！

【あんず】のチームメンバー紹介
認 知 症 専 門 医	 	 三輪　嘉明（揖斐厚生病院）
認 知 症 サ ポ ー ト 医	 	 野田　宜輝（のだ医院）
認 知 症 サ ポ ー ト 医	 	 河瀬　晴彦（長瀬診療所）
認 知 症 サ ポ ー ト 医	 	 今村　　寧（今村医院）
認知症看護認定看護師	 	 東　佐恵子
看 護 師	 	 堀　恵実子
社会福祉士（医療ソーシャルワーカー）	 	 河瀬　幸子	

地域包括支援センターと【あんず（認知症初期集中支援チーム）】が訪問して、お困りの内容を
お聞きします。

お問い合せ　揖斐川町地域包括支援センター　℡23-1341

【あんず（認知症初期集中支援チーム）】のメンバーで相談。
適切な支援で症状の進行を遅らせられることも！

会議の結果を元に、【あんず】とかかりつけ医との連携、医療機関への受診勧奨・助言。ケアマ
ネージャーへの引き継ぎ。

認知症かも ?!

今、何が必要？

住み慣れた地域で安心して暮らす

訪　問

会　議

支　援

気軽にお越しください！

認知症カフェ
　認知症カフェとは、誰でも参加できる集いの場です。地域住民、
認知症の人やその家族、各専門家などが、お茶をしながらお互
いに交流したり、情報交換したりすることを目的としています。７月

名　称 会　場 開催日時 電話番号

しずやま喫茶 グループホーム揖斐川　げんき村
19日（水）
10：30～ 11：30
13：30 ～ 15：00

21 － 3511

ふらっとカフェ JAいび川　清流の里 21日（金）
13：30～ 15：00 21 － 3666

カフェスマイルデイズ メディカルケアセンターＩＢ 26日（水）
13：00～ 16：00 22 － 0122

※内容など詳細は、各会場へおたずねください。
【お問い合せ】　揖斐川町地域包括支援センター　℡２３－１３４１
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8月からの春日診療所外来について変更のお知らせ
　春日診療所外来につきまして、今後往診や訪問診療を充実させるため、夕方診療は８月以降木
曜日のみとさせていただきます。地域住民の皆さんが安心して生活していただけるよう、職員一
同努めてまいりたいと思いますのでご理解のほどよろしくお願いいたします。

【お問い合せ】　揖斐川町春日診療所　℡58-0011

月 火 水 木 金 土
午前診療

9:00～12:00 ○ ○ ／ ○ ○ ○

午後診療
16:00～18:00 ／ 美束

出張所 ／ ○ ／ ／

（火曜日　14：00～ 15：30　美束出張所）

対　象　揖斐川町にお住まいの 65歳以上の方　どの公民館でご参加いただいてもかまいません
受付・血圧測定：９：30～　教室：10：00～ 11：30

※昨年度と開催日程が異なる公民館があります。
※公民館によって講師が異なります。
持ち物　運動のできる服装、水分、タオル、
　　　　教室ファイル（お持ちの方）、
　　　　上靴（揖斐は和室のため不要）

【お問い合せ】
　揖斐川町地域包括支援センター
　　　　　　　℡２３－１３４１

　みんなで楽しく日頃の生活が楽になる運動をしてみましょう。　参加無料、申込み不要です！

７月のおたっしゃ教室

７月は「愛の血液助け合い月間」です
～献血がつなぐ　命と　優しさを～

全国的に少子高齢化が一層進む中、献血を支える若年人口が減少し、
逆に輸血を必要とする高齢者人口が増加しています。
このため、今後の血液需要は増加することが予想されます。
献血は、尊い生命と健康を守るために、大切な役割を担っています。
皆さんのご理解とご協力をお願いします。

【お問い合せ】　揖斐川保健センター　℡23－1511

公民館 部屋 日程（毎月） ７月 開催日
揖斐 １階和室 第２木曜 ７月13日（木）
小島 １階集会室 第４木曜 ７月27日（木）
大和 ２階集会室 第１水曜 ７月５日（水）
北方 １階集会室 第３水曜 ７月19日（水）
清水 １階集会室 第２火曜 ７月11日（火）
𦙾永 １階ホール 第４火曜 ７月25日（火）
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●保険料の納め方について
　保険料の納め方は、年金天引きによる「特別徴収」と、口座振替や納付書による「普通徴収」があります。
①年金天引きによるお支払い（特別徴収）

　年金の受給額が年額 18 万円以上の方で、介護保険と後期高齢者医療制度の保険料の合計額が、年金
受給額の２分の１を超えない場合は、年金からお支払いいただきます。
※口座振替によるお支払いに変更することもできます。希望される場合は、役場 住民課へお申し出くだ

さい。
②口座振替や納付書によるお支払い（普通徴収）

　年金天引きによるお支払いとならない方は、町から送付される納付書や、口座振替によるお支払いと
なります。

●保険料のお支払いが難しいとき
　失業や災害などでお支払いが困難な場合は、お早めに役場 住民課へご相談ください。
　十分な収入・資産などがあるにもかかわらず保険料を納めない場合には、法律の定めにより滞納処分が
行われることがあります。

●高額療養費の上限額について
　平成 29年８月診療分から、高額療養費の上限額が変わります。
　支給の対象となった場合は、診療月の２か月ほど後に、申請の案内（申請は初回のみ）を送付します。

後期高齢者医療制度　　についてのお知らせ
②保険料「所得割額」の軽減
　基礎控除後の総所得金額等が 58 万円以下の方は、所得割額が一律 ２割 軽減されます（改正５割→ ２割 ）。

③被用者保険の被扶養者であった方の保険料「均等割額」の軽減
　後期高齢者医療制度に加入する以前に、被用者保険※の被保険者であった方は、所得割額の負担はなく、
均等割額が ７割 軽減されます（改正９割→ ７割 ）。
※被用者保険…協会けんぽ・健康保険組合・船員保険・共済組合（国民健康保険・国民健康保険組合は含みません。）

【お問い合せ】住民課　℡22-2111（213）

※１　世帯収入の合計額が520万円未満（１人世帯の場合は383万円未満）の場合を含みます。
※２　過去12か月以内に３回以上、上限額に達した場合は、４回目からは44,400円となります。

高額療養費の上限額
（ひと月あたり）

（区分Ⅰ以外の方）
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《7月31日まで・うすい紫色》 《8月1日から・うすい青色》

被保険者番号　○○○○○○○○

氏　　　　名　広域　太郎

一部負担金の
割　　　　合　　　○ 割

有  効  期  限　平成３０年７月３１日

後期高齢者医療被保険者証　有効期限
被保険者番号○○○○○○○○　平成３０年７月３１日
住　　　　所　岐阜市柳津町宮東１丁目１番地

氏　　　　名　広域　太郎　　　　　　性　別　男
生 年 月 日　　　　　　　昭和○○年○○月○○日
資格取得年月日　　　　　　　平成○○年○○月○○日
発 効 期 日　　　　　　　平成○○年○○月○○日
交 付 年 月 日　　　　　　　平成２９年　８月　１日
一部負担金の割合　　　　　　○ 割

保 険 者 番 号　　　○○○○○○○○
保 険 者 名　岐阜県後期高齢者医療広域連合

被保険者番号　○○○○○○○○

氏　　　　名　広域　太郎

一部負担金の
割　　　　合　　　○ 割

有  効  期  限　平成２９年７月３１日

後期高齢者医療被保険者証　有効期限
被保険者番号○○○○○○○○　平成２９年７月３１日
住　　　　所　岐阜市柳津町宮東１丁目１番地

氏　　　　名　広域　太郎　　　　　　性　別　男
生 年 月 日　　　　　　　昭和○○年○○月○○日
資格取得年月日　　　　　　　平成○○年○○月○○日
発 効 期 日　　　　　　　平成○○年○○月○○日
交 付 年 月 日　　　　　　　平成２８年　８月　１日
一部負担金の割合　　　　　　○ 割

保 険 者 番 号　　　○○○○○○○○
保 険 者 名　岐阜県後期高齢者医療広域連合

●平成 29 年度の保険料について
　５月末までに被保険者になられた方に対して、７月中旬に、保険料額や納付方法を記載した「保険料額
決定通知書」をお送りしますのでご確認ください。
【保険料の決まり方】
　保険料は、均等割額と所得割額の合計で、平成 29 年度は平成 28 年中の所得を基に個人単位で計算され
ます。
	  

保険料 
	 均等割額（被保険者一人あたり 42,690 円）

			   所得割額（被保険者の所得※ ×所得割率 8.55％）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※総所得金額等－ 33 万円（基礎控除額）

●保険料軽減措置の見直しについて
　保険料の軽減措置に関する特例が、平成 29 年度から段階的に見直されます（下記①～③）。 安定した医
療制度運営のため、ご理解をお願いいたします。

　現在の保険証の有効期限は平成 29 年７月 31 日ですので、７月中に新しい保険証をお送りします。
　古い保険証を処分されるときは、住所や氏名が見えないよう裁断してください。

●保険証（被保険者証）を更新します

後期高齢者医療制度　　についてのお知らせ

｛

①保険料「均等割額」の軽減 （２割、５割軽減については判定基準額を拡大し、対象範囲を拡げます）

軽減割合 世帯（被保険者および世帯主）の平成28年中の総所得金額等の合計額が…

９割軽減 「33万円以下の世帯」で、被保険者全員が所得０円の場合（公的年金控除額は80万円として計算）

8.5 割軽減 「33万円以下の世帯」

５割軽減 「33万円＋ 27万円×世帯の被保険者数」以下の世帯　（改正 26.5 万円→ 27万円へ）

２割軽減 「33万円＋ 49万円×世帯の被保険者数」以下の世帯　（改正 48万円→ 49万円へ）

（注）均等割額軽減判定時の総所得金額等は、各収入から必要経費や控除額を差し引いた所得金額の合計額となります。
ただし、譲渡所得は特別控除前の金額となるほか、事業専従者控除の適用はなく、専従者給与額は事業主の所得に合算され
ます。
また、年金所得は年金収入から公的年金等控除額と特別控除15万円（65歳以上の方のみ適用）を差し引いた金額となります。
なお、軽減判定日は４月１日または資格を取得した日となります。
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　揖斐川町では、若い世代の流出や少子高齢化の進展等

による人口減少に歯止めをかけ、地域の活性化を図るた

め、移住・定住化支援を行っています。ぜひ、ご活用く

ださい。

❶新築住宅建設等奨励金
　町内に居住用の住宅を新築または購入する方に対し、
奨励金を支給します。
【奨励金の額】基本奨励金：10万円
＊町外からの転入者の場合は10万円を加算
＊町内業者が建設する場合は10万円を加算
＊町内産木材を規定以上使用する場合は10万円を加算
＊用途地域指定区域内に新築する場合は10万円を加算
＊三世代同居世帯が居住する場合は10万円を加算
※新築工事等の着工前に手続きが必要です

❺田舎暮らし住宅活用奨励金
　町内の空き家に 3年以上居住することを前提に購入
または賃借した方が、1年以内に改修またはハウスク
リーニングを行う場合に、費用の一部を助成します。
【奨励金の額】
空き家改修　基本奨励金：改修経費の1/2相当（上限10万円）
＊町内業者が改修する場合は基本奨励金額と同額を加算
空き家ハウスクリーニング
基本奨励金：清掃費の 1/2 相当（上限 5万円）
※�空き家バンク制度登録物件が対象で、改修工事、ク
リーニングの着手前に手続きが必要です

❷新築事業所建設等奨励金（事業所向け）
　町内に事業所を新築する方に対し、奨励金を支給します。
【奨励金の額】基本奨励金：10万円
＊町内業者が建設する場合は 10万円を加算
＊町内産木材を規定以上使用する場合は10万円を加算
＊用途地域指定区域内に新築する場合は30万円を加算
※新築工事の着工前に手続きが必要です

❻ 新婚世帯定住奨励金（揖斐川まちづくり応援振興券）
　結婚後、町内に 3年以上定住することを前提とした
新婚世帯に対し、揖斐川まちづくり応援振興券を支給
します。婚姻日において夫婦ともに満 50 歳未満の方
に限ります。
【奨励金（振興券）の額】
（１組当たり）5万円分の揖斐川まちづくり応援振興券
※婚姻日から 1年以内に手続きが必要です

❸住宅改修等奨励金
　建築後、１年以上が経過した自己が居住している住宅
の改修工事等を行う場合に、費用の一部を助成します。
交付対象工事経費が50万円以上の場合に限ります。
【奨励金の額】
基本奨励金：改修経費の5/100相当（上限５万円）
＊町外からの転入者の場合は基本奨励金額と同額を加算
＊�三世代同居世帯が居住する場合は基本奨励金額と同額
を加算
※改修工事の着工前に手続きが必要です

❼ すこやかベビー祝金（揖斐川まちづくり応援振興券）
　町内に 6ヶ月以上住民登録があり、出産後も引き続
き 1年以上居住すると見込まれる方に揖斐川まちづく
り応援振興券を支給します。
【奨励金（振興券）の額】
（出産子1人につき）5万円分の揖斐川まちづくり応援振興券

空き家情報登録「空き家バンク」をご存知ですか？
　揖斐川町では、空き家の有効活用と地域の活性化を
図るため、空き家物件の情報収集を進めています。町
内に空き家をお持ちの方で賃貸・売却を希望される所
有者の方は、空き家バンクへの登録ができます。登録
された物件情報は、町のホームページ等で公開し、移
住・定住等を希望される方に紹介します。
　皆さんからの情報をお待ちしています。

❹賃貸住宅家賃助成奨励金
　町内の民間賃貸住宅に３年以上居住することを前提に
入居する方に対し、入居してからの１年間について家賃の
一部を助成します。
【奨励金の額】
基本奨励金：（実質家賃－4万円）×1/2相当（上限：月額1万円）
＊町外からの転入者の場合は基本奨励金額と同額を加算
※入居前に手続きが必要です

※�「揖斐川まちづくり応援振興券」とは、揖斐川町内の取扱店で使
用できる地域振興券（商品券）のことです。

※�上記の奨励金の支給を受けるには、交付要件に該当している必
要があります。詳しくは担当課までお問い合せください。

移住・
定住化
支援 移住 ・ 定住促進奨励金制度

【お問い合せ先】1、3、4、5、6および空き家バンクに関すること：政策広報課　℡22－2111（内線112）
2に関すること：建設課　℡22－2111（内線316）、7に関すること：子育て支援課　℡22－2111（内線242）
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住
民
票
の
写
し
な
ど
を
第
三
者
へ
交

付
し
た
時
は
、本
人
へ
通
知
し
ま
す
。

希
望
者
は
登
録
を
！

　

揖
斐
川
町
で
は
、
住
民
票
の
写
し
な
ど
の

第
三
者
交
付
に
係
る
本
人
通
知
制
度
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄

本
な
ど
の
不
正
な
請
求
や
取
得
に
よ
っ
て
、

個
人
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
る
の
を
防
止
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
本
人
の
代
理

人
、
ま
た
は
第
三
者
に
交
付
し
た
と
き
に
、

事
前
に
登
録
し
た
本
人
に
そ
の
事
実
を
通
知

し
ま
す
。

■
通
知
対
象
　
本
人
の
代
理
人
、
ま
た
は
第

三
者
か
ら
の
請
求
に
よ
り
、
登
録
者
の
住
民

票
の
写
し
な
ど
を
交
付
し
た
と
き（
た
だ
し
、

弁
護
士
・
司
法
書
士
な
ど
の
特
定
事
務
受
託

者
の
紛
争
処
理
、
国
や
公
共
団
体
か
ら
の
請

求
な
ど
の
場
合
を
除
き
ま
す
）。

■
登
録
で
き
る
人
　
揖
斐
川
町
の
住
民
基
本

台
帳
、
戸
籍
ま
た
は
戸
籍
の
附
表
に
記
載

さ
れ
て
い
る
人（
過
去
に
記
載
さ
れ
て
い
た

人
）。

■
登
録
期
間
　
登
録
者
名
簿
に
記
載
し
た
日

か
ら
３
年
間
。

■
登
録
申
込
み
　
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
書
類（
運
転
免
許
証
や
写
真
入
り
個

人
番
号
カ
ー
ド
、
旅
券
な
ど
）
を
持
っ
て
、

揖
斐
川
町
役
場
住
民
課
、
ま
た
は
各
振
興
事

務
所
窓
口
で
申
請
で
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１

ま
た
は
各
振
興
事
務
所

 

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

養
老
鉄
道
養
老
線
は
、
揖
斐
川
町
か
ら
三

重
県
桑
名
市
ま
で
の
２
県
、
３
市
４
町
を
結

び
、
年
間
で
約
６
０
０
万
人
の
利
用
者
が
あ

る
沿
線
地
域
に
と
っ
て
大
切
な
生
活
路
線
で

す
。
平
成
19
年
10
月
か
ら
は
、
上
下
分
離
方

式
で
の
運
営
に
移
行
し
、
沿
線
３
市
４
町
や

近
畿
日
本
鉄
道
㈱
が
支
援
を
続
け
て
き
ま
し

た
。沿

線
３
市
４
町
で
は
、
平
成
29
年
度
に
今

後
10
年
間
の
養
老
線
を
中
心
と
し
た
持
続
可

能
な
地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形

成
、
当
地
域
の
活
性
化
お
よ
び
再
生
に
取
り

組
む
諸
施
策
の
大
綱
を
定
め
た
、「
養
老
線

交
通
圏
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」
を
策

定
し
ま
す
。

こ
の
計
画
に
よ
る
施
策
は
、
住
民
生
活
に

直
接
か
か
わ
る
内
容
が
多
く
、
施
策
の
推
進

に
あ
た
っ
て
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
に
参
加

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
た
め
、
広
く
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

な
お
、「
養
老
線
交
通
圏
地
域
公
共
交
通

網
形
成
計
画（
素
案
）」
は
、
政
策
広
報
課
又

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■
意
見
募
集
期
間

　

７
月
３
日（
月
）
～
31
日（
月
）

■
意
見
の
提
出

・
記
載
事
項

　

住
所
、
氏
名
、
連
絡
先

・
提
出
方
法

　

直
送
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
電
子
メ
ー
ル

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
政
策
広
報
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
１
１
２
）

 

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

① 

緑
ヶ
丘
住
宅　
２
戸

・
住　

所　
　

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６

・
建
設
年
度　

昭
和
60
年
度

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　
　

１
台

・
家　

賃　
　

１
６
，
２
０
０
円
～

・
そ
の
他　
　

浴
槽
、
風
呂
が
ま
は
入
居

者
の
持
ち
込
み

② 

島
住
宅　
２
戸

・
住　

所　
　

揖
斐
川
町
島
１
４
２

・
建
設
年
度　

平
成
10
年
度

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　
　

２
台

・
家　

賃　
　

２
３
，
１
０
０
円
～

③ 

北
方
奥
郷
住
宅　
１
戸

・
住　

所　
　

揖
斐
川
町
北
方
13

・
建
設
年
度　

平
成
18
年
度

・
耐
火
構
造
２
階
建　

２
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　
　

１
台

・
家　

賃　
　

２
０
，
０
０
０
円
～

④ 

𦙾
永
駅
前
住
宅　
１
戸

・
住　

所　
　

揖
斐
川
町
𦙾
永
６
４
２
の
１

・
建
設
年
度　

平
成
24
年
度

・
耐
火
構
造
５
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　
　

２
台

・
家　

賃　
　

２
６
，
７
０
０
円
～

■
敷
金　
家
賃
の
３
ヶ
月
分

■
入
居
条
件

・
現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族（
婚
約
者
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

・
市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る

納
付
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
家
賃
の
他
に
共
益
費（
上
下
水
の
使
用

料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）、
敷

金
が
必
要
。

・
所
得
条
件
あ
り
。

■
募
集
期
間　

６
月
30
日（
金
）
～
７
月
14
日（
金
）

※
土
日
祝
日
を
除
く

■
入
居
予
定
日　

・
平
成
29
年
８
月
下
旬
を
予
定

⑤ 

さ
つ
き
（
北
方
）
住
宅
お
よ
び
、
谷
汲
・

春
日
・
久
瀬
・
藤
橋
・
坂
内
地
域
内
の

各
町
営
住
宅
は
、
随
時
募
集
を
し
て
い

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課　

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
３
１
６
）

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度

平
成
31
年
10
月
１
日
か
ら
、
消
費
税

の
税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
軽
減
税
率

制
度
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

標
準
税
率 　
10
％

軽
減
税
率　

 

８
％

軽
減
税
率
の
対
象
品
目

●
飲
食
料
品

　
（
酒
類
お
よ
び
外
食
等
を
除
く
）

●
週
２
回
以
上
発
行
さ
れ
る
新
聞

　
（
定
期
購
読
契
約
に
基
づ
く
も
の
）

【
お
問
い
合
せ
】
大
垣
税
務
署

℡
０
５
８
４
‒
７
８
‒
４
１
０
１
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快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

「
い
び
が
わ
ビ
ジ
ネ
ス
相
談
窓
口
」

を
開
設
し
ま
す

揖
斐
川
町
で
は
、
岐
阜
県
よ
ろ
ず
支
援
拠

点
と
連
携
し
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
方
の
経
営
上
の
あ
ら
ゆ
る
お
悩
み
の
相
談

に
対
応
す
る
相
談
窓
口「
い
び
が
わ
相
談
窓

口
」
を
７
月
よ
り
開
設
し
ま
す
。

■
開
設
場
所
　
揖
斐
川
町
役
場　

２
階

　
　
　
　
　
　

第
３
会
議
室

■
相
談
日
　　
毎
月
第
４
木
曜
日

■
相
談
時
間　
13
時
～
17
時

■
利
用
方
法

相
談
は
原
則
前
日
ま
で
に
電
話
に
よ
る
予

約
制
と
な
り
ま
す
が
、
当
日
、
予
約
な
し
で

も
相
談
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
ま
す
。

そ
の
場
合
お
ま
ち
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、事
前
予
約
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

【
申
込
み
・
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
商
工
観
光
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
３
３
２
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

夏
休
み
の
思
い
で
づ
く
り
に

ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
と
は
、
専
用
の
器

具
を
使
い
、
安
全
に
楽
し
め
る「
木
登
り
」

で
す
。
夏
休
み
の
思
い
出
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時

8
月
20
日（
日
）

1
回
目　

10
時
30
分
～
12
時

2
回
目　

14
時
45
分
～
16
時
15
分

※
雨
天
時
は
中
止
。

■
定
員　
各
回
20
人

※
小
学
生
以
上
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

12
歳
以
下
の
方
は
要
保
護
者
同
伴
。

■
集
合
場
所

水
と
森
の
学
習
館（
揖
斐
川
町
鶴
見
）

※
開
催
時
刻
の
15
分
前
ま
で
に

　

受
付
を
お
す
ま
せ
く
だ
さ
い
。

■
環
境
協
力
金
　
１
人 

１
０
０
０
円

■
持
ち
物　
軍
手
、
飲
み
物
、
虫
刺
さ
れ
の

薬
、
虫
よ
け

■
服
　
装　
動
き
や
す
い
服
装
、
運
動
靴
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法

電
話
申
込
み（
先
着
順
）

※
定
員
に
達
し
次
第
、
募
集
締
め
切
り
。

■
申
込
み
期
間

7
月
4
日（
火
）
～
7
月
21
日（
金
）

９
時
か
ら
16
時
ま
で（
月
曜
日
を
除
く
）

【
申
込
み
・
お
問
い
合
せ
】

水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
事
務
所

℡
５
２
‒
０
１
６
６

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

「
ツ
ー
ル
・
ド
・
西
美
濃
２
０
１
７
」

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

今
年
も
、「
ツ
ー
ル
・
ド
・
西
美
濃
２
０
１
７
」

を
開
催
し
ま
す
。

西
美
濃
地
域
の
風
土
を
肌
で
感
じ
、
地
域

の
魅
力
を
発
見
す
る
と
と
も
に
、
各
市
町
・

団
体
が
連
携
し
、
新
た
な
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を

創
造
す
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

■
開
催
日
　
９
月
17
日（
日
）

■
メ
イ
ン
会
場

大
垣
市
浅
中
公
園
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
コ
ー
ス

西
美
濃
地
域
２
市
９
町
を
巡
る

約
１
３
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

■
募
集
人
数
　
６
０
０
人

　
　
　
　
　
　

東
海
３
県
外
枠　

１
０
０
人

　
　
　
　
　
　

一
般
枠　
　
　
　

５
０
０
人

■
募
集
対
象
者

16
才
以
上
の
健
康
な
男
女
で
、
本
コ
ー
ス

を
完
走
で
き
る
自
信
の
あ
る
方（
未
成
年
者

の
方
は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
で
す
）。

■
エ
ン
ト
リ
ー

・
東
海
３
県
外
枠　
１
０
０
人　

※
先
着
順

　
　

７
月
26
日（
水
）
12
時
30
分
～

　
　

７
月
29
日（
土
）
12
時
30
分

・
一
般
枠　
５
０
０
人　

※
抽
選

　
　

７
月
26
日（
水
）
12
時
30
分
～

　
　

８
月
１
日（
火
）
12
時
30
分

■
エ
ン
ト
リ
ー
方
法

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
大
会
Ｈ
Ｐ
を
参
照
）

■
参
加
料
　
８
０
０
０
円

■
特
徴　
Ｏ
Ｓ（
お
も
て
な
し
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
５
か
所
）
で
各
市
町
の
特
産
品
と
人
で
お

も
て
な
し

■
注
意
事
項

本
大
会
は
、
ス
ピ
ー
ド
を
競
う
レ
ー
ス
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ち
並
み
や
自
然
を
楽
し
み

な
が
ら
、
ポ
イ
ン
ト
ご
と
に
決
め
ら
れ
た
時
間

を
グ
ル
ー
プ
で
走
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
す
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
に
つ
い
て
】

大
会
を
支
え
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
各
市
町
・
団
体
・
地

域
住
民
が
連
携
し
、
西
美
濃
地
域
の
活
性
化

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
温
か

い
お
も
て
な
し
で
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
皆
さ

ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
せ
ん
か
。

【
主
催
】　

ツ
ー
ル
・
ド
・
西
美
濃
実
行
委
員
会

【
構
成
団
体
】

大
垣
商
工
会
議
所
、
大
垣
市
、
海
津
市
、

養
老
町
、
垂
井
町
、
関
ケ
原
町
、
神
戸
町
、

輪
之
内
町
、安
八
町
、揖
斐
川
町
、大
野
町
、

池
田
町
、（
公
社
）
大
垣
青
年
会
議
所

【
お
問
い
合
せ
】

公
益
社
団
法
人
大
垣
青
年
会
議
所
事
務
局

℡
０
５
８
４
‒
４
７
‒
８
２
７
５

　

fax
０
５
８
４
‒
４
７
‒
８
２
７
６

メ
ー
ル　

info

＠ogaki-jc.jp

【
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

http://w
w

w
.tour-de-nishim

ino.jp/
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７
月
の
「
星
を
見
る
会
」

西
美
濃
天
文
台
で
は
毎
月
２
回
、「
星
を

見
る
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

県
内
最
大
級
の
口
径
60
㎝
反
射
望
遠
鏡
で

巨
大
惑
星「
木
星
」・「
土
星
」、「
月
」、
星
雲

や
星
団
な
ど
を
観
察
し
ま
す
。

良
好
な
星
空
環
境
の
下
、
大
き
な
望
遠
鏡

で
見
る
天
体
の
姿
は
圧
巻
！
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
　

・
７
月
８
日（
土
）
20
時
30
分
～
21
時
30
分

　

月
面
、
木
星
、
土
星
、
二
重
星
ほ
か

・
７
月
22
日（
土
）
20
時
30
分
～
21
時
30
分

　

土
星
、
散
開
星
団
、
惑
星
状
星
雲
ほ
か

※
曇
雨
天
時
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

■
場
所　
西
美
濃
天
文
台　

■
参
加
費　
小
学
生
以
上
１
０
０
円

【
お
問
い
合
せ
・
申
込
み
】

藤
橋
城
・
西
美
濃
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム　

℡
５
２
‒
２
６
１
１

当
日
の
16
時
30
分
ま
で
に
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。（
月
曜
・
火
曜
は
休
館
日
）

 

横
山
ダ
ム
で
イ
ベ
ン
ト
開
催

毎
年
、
７
月
21
日
か
ら
31
日
ま
で
は
、
森

林
や
湖
、
ダ
ム
に
親
し
み
な
が
ら
、
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た「
森

と
湖
に
親
し
む
旬
間
」
で
す
。

横
山
ダ
ム
で
は
、
７
月
29
日（
土
）
に
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
全
国
的
に
も
珍
し

い
中
空
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
の
内
部

見
学
や
災
害
対
策
用
車
両
の
紹
介
な
ど
を
行

い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ダ
ム
の
仕
組
み
や
役
割
に
触

れ
、
子
供
の
自
由
研
究
や
大
人
の
社
会
見
学

と
し
て〝
学
び
〟
ま
せ
ん
か
。

■
開
催
日　
７
月
29
日（
土
）

■
参
加
費　
無
料

【
お
問
い
合
せ
】

国
土
交
通
省 

木
曽
川
上
流
河
川
事
務
所

横
山
ダ
ム
管
理
支
所

揖
斐
川
町
東
横
山
１
３
３
０

℡
５
２
‒
２
２
１
１

※
ダ
ム
見
学
は
事
前
予
約
制
で
す（
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）。

※
雨
天
な
ど
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

夏
休
み
親
子
税
金
探
偵
団
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
！

■
日
時　
８
月
24
日（
木
）  

　
　
　

８
時
～
17
時
30
分

■
集
合
場
所　
大
垣
市
総
合
体
育
館
駐
車
場

■
募
集

西
濃
地
域
在
住
の
小
学
３
年
生
か
ら
中
学

生
ま
で
の
親
子
90
人

■
見
学
先

　

大
垣
税
務
署
・
大
垣
市
役
所
・
岐
阜
県
警

察
本
部
・
名
古
屋
市
科
学
館

■
参
加
費 

大
人（
中
学
生
以
上
） 　

１
５
０
０
円

子
ど
も（
小
学
生
）　　

 　

５
０
０
円

■
申
込
方
法  

【
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
】

住
所
、
親
子
氏
名
、
生
年
月
日
、
保
護
者

職
業
、
子
ど
も
の
学
校
名
・
学
年
、
電
話

番
号
、
緊
急
連
絡
先（
携
帯
番
号
）
明
記
。

ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

http://w
w

w
.nisim

ino.ne.jp/ogkhojin/

■
締
切　
７
月
18
日（
火
）

【
申
込
み
・
お
問
い
合
せ
】

　

〒
５
０
３
‒
０
８
０
３

　

大
垣
市
小
野
４
‒
35
‒
10

　
（
一
社
）
大
垣
法
人
会
青
年
部
会

　
℡
０
５
８
４
‒
８
１
‒
１
２
８
８

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
お
知
ら
せ

■
き
れ
い
な
ふ
す
ま
・
障
子
で
お
盆
を
迎
え

ま
せ
ん
か

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
障
子
、

ふ
す
ま
、網
戸
の
張
り
替
え
を
し
て
い
ま
す
。

得
意
な
会
員
が
対
応
し
、
大
変
好
評
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
万
華
鏡
教
室
の
開
催

・
日
時　

７
月
12
日（
水
）

　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

・
場
所　

揖
斐
川
町
福
祉
総
合
支
援

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
２
階　

会
議
室

・
参
加
費　

５
０
０
円

※
会
員
で
な
い
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

電
話
に
て
要
予
約

■
今
月
の
事
業
お
よ
び
入
会
説
明
会

・
日
時　

７
月
３
日（
月
）、
18
日（
火
）

　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

【
お
問
い
合
せ
】

　
（
公
社
）揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
‒
０
９
０
７

一般財団法人日本宝くじ協会

でっかく当たる！
今年のサマージャンボ宝くじは
� １等・前後賞合わせて 7億円

　　１等	 5億円×20本
前後賞各	 1億円×40本
　　２等	 1,000万円×60本

�（当選本数は発売総額600億円・20ユニットの場合）

　　７月18日（火）～８月10日（木）
この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます

７
月
は

「
河
川
愛
護
」月
間
で
す

夏
に
な
る
と
川
は
大
賑
わ
い
。

つ
り
を
す
る
人
・
河
原
で
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
す
る
人
・
水
上
バ
イ
ク
を
楽
し
む
人
な

ど
。し

か
し
、
一
部
の
心
な
い
人
た
ち
に
よ

る
ゴ
ミ
の
放
置
や
無
謀
行
為
に
よ
る
痛
ま

し
い
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。

川
は
み
ん
な
の
も
の
。
地
域
住
民
の
生

活
空
間
で
あ
る
こ
と
も
考
え
、

い
つ
来
て
も
き
れ
い
な
川
。

ま
た
来
て
み
た
い
川
。

そ
ん
な
川
を

み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

国
土
交
通
省

木
曽
川
上
流
河
川
事
務
所

http://w
w
w
.cbr.m

lit.go.jp/
kisojyo/index.htm

l

発売期間
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●とき／8月6日（日）～11日（金・祝）10：00～16：00
●ところ／
  8月6日～10日：アクティブＧ
  （岐阜市橋本町1-10-1）
   8月11日：ぎふ清流文化プラザ
  （岐阜市学園町3-42）
●料金／無料（一部有料）
●問／県庁恵みの森づくり推進課
   ☎058（272）8821

検索ぎふの花き情報

「ぎふ木育ＷＥＥＫ
（山の日フェスタぎふ2017）」を
開催します

案 内

検索岐阜県発達障害者支援センターのぞみ

平成29年度発達障がい
理解促進講演会を開催します案 内

ご家族や支援者の方などを対象とした「発
達障がい理解促進講演会」を開催します。当
日は講師として、児童精神科医の田中康雄
氏（こころとそだちのクリニックむすびめ院
長、北海道大学名誉教授）をお招きし、「生活
障害としての発達障害臨床～僕はきちんと
キミに向き合えていますか～」と題してご講
演いただきます。ぜひご来場ください。
●とき／8月6日（日）13：00～15：30
●ところ／ぎふ清流文化プラザ
  （岐阜市学園町3-42）
●定員／400人
  （先着順、どなたでもご参加いただけます）
●料金／無料
●申込方法（申込書）／ウェブサイトの申込み
フォームまたは申込書をFAX
●申込期限／7月31日（月）（定員に達し次第終了）
●申込先・問／県発達障害者支援センターのぞみ
　☎058（233）5116　FAX 058（233）5131

●とき／８月６日（日）
●ところ／花フェスタ記念公園
  （可児市瀬田1584-1）
●料金／無料（別途公園への入園料要）
●問／県庁農産園芸課
  ☎058（272）8428

「花きの日フェア」を
開催します案 内

花や緑に親しむ「花きの日フェア」では、東海
地域の高校生が全国大会への出場権をか
けた熱戦を繰り広げる「高校生花いけバト
ル」や、花かざりの展示、子どもも楽しめる
体験教室を行います。来場者特典（先着順）
もありますので、ぜひご来場ください。

熱中症対策をしましょう注意喚起

熱中症とは、室温や気温が高い中で、体内の
水分や塩分（ナトリウム）などのバランスが
崩れ、体温の調節機能が働かなくなり、さま
ざまな障害をおこす症状のことです。予防
のために、次のことを心掛けましょう。

８月の「ぎふの山に親しむ月間」に、岐阜の山
や自然を知り、味わい、楽しむ「ぎふ木育Ｗ
ＥＥＫ（山の日フェスタぎふ2017）」を開催
します。

点字版・音声版をご希望の方は、県広報課へご連絡ください
音声版には、ＣＤ（デイジー編集）での提供と
音声用のテキストデータの配信もあります

岐阜県広報

ボタンを押して
地元情報をゲット!

ぎふチャン(8ch)データ放送で
「岐阜県からのお知らせ」も配信中！

県政広報テレビ番組 
「ぎふ県政ほっとライン」

放送中
（放送日）木曜 18:53～18:57
（再放送）火曜 21:54～21:58 

※平成29年4月1日現在　※(　)内は前月との比較

2,013,742人（4,614人減）
●県の人口

Facebook「清流の国ぎふ」
ミナモだよりで情報発信中!!

検索岐阜県 ミナモだより

男／975,277人（2,649人減）
女／1,038,465人（1,965人減）

最新の情報は、県庁統計課ホームページでご覧ください。

すべての魚種のうち１
割を占めるナマズの仲
間。今回の企画展は日
本最大規模のナマズ展
で、常設展示を含めお
よそ50種類のナマズ
と、貴重な映像なども
用いて、世界のあらゆる
ナマズを幅広く紹介し
ます。小さなお子様から
大人まで楽しめます。

◆

◆

◆

◆

7月15日（土）～12月10日（日）
世界淡水魚園水族館 アクア・トト ぎふ
（各務原市川島笠田町1453）
大人1,500円、中学・高校生1,100円、
小学生750円、幼児370円

と き
と こ ろ

入 場 料

／
／

／

問 ☎0586（89）8200／

アクア・トト 検索 岐阜県博物館 検索

アマゾン川流域に生息する「オキシドラス」

慶長5（1600）年、美濃・関ヶ原
で繰り広げられた天下分け目の
戦い「関ヶ原合戦」。合戦自体は
わずか一日でしたが、天下のゆく
えを決定づける大一番でした。こ
の合戦において、美濃の地が果
たした役割やその前哨戦となる
岐阜城合戦について、織田秀信、
藤堂高虎らの資料を通して紹介
します。
また、この合戦が岐阜の人々にど
のように語り継がれたかを、各地
に伝わる資料により紹介します。

◆

◆

◆

◆

7月21日（金）～9月18日（月・祝）
県図書館（岐阜市宇佐4-2-1）
無料

と き
と こ ろ
入 場 料

／
／
／

問 県博物館　☎0575（28）3111／

稲葉正成像（博物館蔵）

企画展「世界のナマズ大紀行」
●世界淡水魚園水族館 アクア・トト ぎふ

「東西激突！The 関ヶ原～関ヶ原合戦と岐阜城合戦～」
● 博物館・図書館連携企画展

検索岐阜県職員採用

●とき／第1次試験 9月24日（日）
●ところ／岐阜市内 他
●申込書／人事委員会事務局、各県事務所、東
京事務所などで7月7日（金）から配布します。
郵便での請求やウェブサイトからも入手でき
ます。
●受付／7月28日（金）～8月15日（火）消印有効
  ※詳細は必ず試験案内で確認してください。
●申込先・問／人事委員会事務局
  ☎058（272）8796

岐阜県職員採用試験
（短大高校卒程度等）の
受験者を募集します

募　集

・部屋の温度をこまめにチェック！
・のどが渇く前に水分補給！
・無理せず、適度に休憩を！
・日頃から栄養バランスの良い食事と体づくり！

●問／県庁消防課
 ☎058（272）1122

サマージャンボ宝くじの
購入は県内で！

みなさんに県内で購入していただいた宝く
じの販売額のうち、約40％が県の収入とな
り、市町村振興や高齢化・少子化対策など、
身近なところで役立てられています。宝くじ
はぜひ県内の売り場でご購入ください。
●発売期間／7月18日（火）～8月10日（木）
●問／県庁財政課 ☎058（272）1130

案 内

予防のポイント

今月のピックアップイベント

情報ボックス
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窓口だより
Okuyami死亡　おくやみ申し上げます婚姻　幾久しくお幸せに Marriage

出生　お誕生おめでとう Birth

Population人口
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室
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ゲ
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ト
ボ
ー
ル
発
祥
の
地
で
あ
る
こ
と

は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
シ
ニ
ア
の
ス
ポ
ー
ツ
と
い

う
印
象
の
あ
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
す
が
、
実
は「
戦

後
、
遊
ぶ
も
の
の
な
い
子
ど
も
の
た
め
に
」
と
考
案

さ
れ
た
も
の
で
す
。
年
齢
や
男
女
差
が
ハ
ン
デ
に
な

ら
な
い
珍
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
、
毎
年
、
８
月
に
芽
室

町
で
開
催
さ
れ
る『
発
祥
の
地
杯
全
国
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
』
で
も
、
高
校
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ム
、
小
学
生
チ
ー
ム
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シ
ニ
ア
チ
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同
条
件
で
戦
い
、
接
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繰
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広

げ
て
い
ま
す
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大
会
で
入
賞
し
た
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ー
ム
に
は
、
副
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し
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揖
斐
川
町
か
ら
い
た
だ
い
た
特
産
品
を
贈

呈
し
て
お
り
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手
の
皆
様
か
ら
も
大
変
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で
す
。

今
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ゲ
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ト
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ー
ル
発
祥
70
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年
で
あ
り
、『
発

祥
の
地
杯
全
国
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
』
は
第
30
回
記

念
大
会
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、
文
部
科
学
大
臣
杯
第

33
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全
日
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ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
選
手
権
大
会
の
開

催
地
が
芽
室
町
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決
定

し
、
全
国
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都
道
府
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の
代
表
チ
ー
ム
が
芽
室

町
に
集
い
、
熱
戦
を
繰

り
広
げ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
今
年
の
芽
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は
、
選
手
の
熱
気
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ま
れ
る
夏
に
な
り
そ
う

で
す
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り
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町

友
好
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地　区 氏 　 名 年齢
北 方 ３ 区 林 　 秀 樹 76
南 方 成 瀬 正 明 87
東 若 松 安 藤 春 子 69
房 島 １ 区 所　　　けい子 60
房 島 ３ 区 高 橋 正 美 57
北 新 町 岡 﨑 　 浪 94
松 原 高 橋 兼 助 82
下 岡 島 松 原 辰 雄 91
小 柳 中 島 庸 𠮷 79
中 村 坪　井　いちの 89
中 瀬 古 坪 井 重 憲 74
中 瀬 古 宮 川 美 奈 86
浜 里 団 地 小 椋 秋 子 89
市 場 大久保　彦　義 73
二 ノ 宮 小 寺 髙 政 81
谷 汲 深 坂 堀 口 賢 一 70
谷 汲 名 礼 矢 野 眞 人 72
谷 汲 徳 積 北 野 玉 枝 91
谷 汲 徳 積 平 野 　 誠 48
谷 汲 徳 積 浅 野 治 彦 60
谷 汲 長 瀬 長谷川　心　一 73
春 日 六 合 所　　　ひろを 89
春 日 小 宮 神 加 藤 す み 98
春 日 美 束 新 川 菊 枝 90
春 日 美 束 新　川　智津子 83
東 津 汲 大 西 元 二 84

人口（対前月比） 男 女 世帯数（対前月比）

合　　 計 21,872（�－ 61） 10,473 11,399 8,055（�－ 16）

揖 斐 川 地 域 16,247（�－ 44） 7,817 8,430 5,706 （� － 6）

谷 汲 地 域 3,089（�－ 11） 1,475 1,614 1,125 （� － 5）

春 日 地 域 988（� － 4） 470 518 470 （� － 4）

久 瀬 地 域 934（� － 1） 434 500 396 （� 0）

藤 橋 地 域 233（� 0） 114 119 146 （� 0）

坂 内 地 域 381（� － 1） 163 218 212 （� － 1）

出生７人 /死亡 35人 /転入等 17人 /転出等 50人〈平成 29年６月１日現在〉

地　区 赤 ち ゃ ん お父さん お母さん
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ほ
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隼 友 香
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正 貴 美 恵

谷 汲 名 礼 山
やま

田
だ
慶
けい

悟
ご

尚 徳 衣 里

谷 汲 長 瀬 平
ひら

尾
お
結
ゆ
愛
あ

昌 広 亜理沙

夫 妻

宗 宮 　 孝 臣 （房島４区） 百武　真理子（羽島市）

平成29年５月届出分

窓口では、婚姻、養子縁組などの戸籍届出に来られた方の本人確認を行っています。（詳細は町のホームページに掲載）
広報掲載希望の方は届出の際、窓口にて「広報掲載申込書」をお出しください。
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6 月 30 日（金）	 町（県）民税１期分・全納
	 国民健康保険税２期分
7 月 31 日（月）	 固定資産税２期分
	 国民健康保険税３期分
	 後期高齢者医療保険料１期分

納め忘れのないように早めに納めましょう。
また、口座振替で納付されている方は、納期限前日まで
に預貯金残額の確認と入金をお願いします。

※町税などの納付は安全で便利な口座振替で
※コンビニでも納付できます
※家屋を取り壊したら届出をお忘れなく

20日（木） 町内小中学校・組合立小学校
	 １学期終業式

22日（土） 夜叉ヶ池伝説道中まつり

22日（土）～23日（日）
	 夜叉ヶ池伝説マラニック

22日（土）～23日（日）
	 『第８回全日本ガールズ
	 ソフトボールリーグ』選手権大会

【お問い合せ先】坂内観光協会　坂内振興事務所地域振興課内　℡ 53-2111

夜叉ヶ池伝説道中まつり
7月22日（土）15時～　遊らんど坂内特設会場

第29回
夜叉ヶ池伝説
マラニック
22日（土）～
23日（日）

同時開催

川を安全に楽しむために

岐阜県揖斐土木事務所　河川安全利用推進協議会　℡23-1111

こんな時は川に入らず、入っていればすぐに出ましょう。
◆大雨や洪水の注意報・警報が発表されているとき	 ◆雨が降ってきたとき
◆川の上流の空に雨雲や入道雲が見えるとき	 ◆雷が鳴りだしたとき	 ◆水かさが増えてきたとき

●岸から見ると穏やかな場所も、実際は、「急な流れの変化」や「川底へ強く引き込まれる
流れ」により、危険な場合があります。

●川へ入るときは、ライフジャケットをきちんと着けましょう。

7月の主な行事 納期限のお知らせ
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